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苅田町青少年育成町民会議だより
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創立 30周 年 を記念 して、
潮田玲子さんの講演会があ

りました。
/ノ
ヽ` 、わし■里4ペー三Lノ

家庭の日・オアシス運動ポ

スターの部の会長賞です。

(くわしくは 3ページ)

新しいロゴマークが決まりまし

た。「苅」の文字に見立てたピン

クのバラの花が、大人が子どもを

守つているようなデザインです。

(く わしくは 3ページ)
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平
成
と
と
も
に
歩
ん
だ
町
民
会
議
が
３０
歳
に

創
立
記
念
式
典
で
、新
た
な
飛
躍
を
折言
い
ま
し
た

Ｅ
Ｅ
麗

＞
式
辞
を
述
べ
る
三
角
会
長

苅
田
町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
は
平

成
元
年
７
月
１４
日
に
結
成
し
て
か
ら
、

平
成
３０
年
に
３０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
３０
年
間
、
町
民
会
議
は
、
未
来

を
担
う
若
者
が
健
全
に
育

っ
て
い
く
こ

と
を
支
援
し
、
見
守

っ
て
い
く
と
い
う

理
念
の
も
と
、
行
政
や
町
民
の
皆
様
と

連
携
し
て
、
様
々
な
活
動
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
研
修
会
、
講
演
会
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
な
ど
を
定
期
的
に
開
催
す
る
と

と
も
に
、
親
子
で
楽
し
め
る
ウ
ォ
ー
ク

ラ
リ
ー
や
木
工
教
室
、
そ
う
め
ん
流
し

大
会
、
オ
ア
シ
ス
運
動
の
作
文
や
絵
画

コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
学
校
で
の
朝
の
声

か
け
運
動
、
夜
間
の
見
守
り
運
動
、
イ

ベ
ン
ト
で
の
補
導
活
動
な
ど
も
地
道
に

続
け
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
青
少
年
を
取
り
巻
く
状
況

し

は
近
年
、
大
き
く
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
３０
周
年
を
契
機
と
し
て
、
町
民
会

議
の
活
動
も
時
代
に
あ

っ
た
も
の
へ
と

変
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
、

３０
周
年
事
業
と
し
て
、
町
民
会
議
オ
リ

ジ
ナ
ル
の
ロ
ゴ

マ
ー
ク
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ｌｌ
月
２４
日
に
は
、

ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
お

披
露
目
を
兼
ね
て
、
記
念
式
典
を
行

い

ま
し
た
。
三
角
会
長
が

「町
民
会
議
も

新
し
い
元
号
と
、
新
し
い
ロ
ゴ

マ
ー
ク

の
も
と
、
心
機

一
転
、
新
し
い
時
代
に

柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
飛
躍
し
て
ま
い

り
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
後
、
遠
田

町
長
、
坂
本
議
長
、
中
島
県
民
会
議
事

務
局
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

そ
の
後
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
お
披
露
目

と
入
選
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
３０
年
度
家
庭
の
日

。
オ

ア
シ
ス
運
動
の
作
文
、
ポ
ス
タ
ー
の
入

賞
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
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コ
ン
セ
プ
ト
は

「活
力
．
や
さ
し
さ
．
希
望
』

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
安
東
る
り
さ
ん
の
作
品
に
決
定

＞
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
説
明
を
す
る

安
東
る
り
さ
ん

（右
）

r■■

◎

ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
公
募
に
は
町
内
外
か

ら
‐９
点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
役
員

会
で
選
考
し
た
結
果
、
苅
田
町
出
身
で

京
都
府
在
住
の
安
東
る
り
さ
ん
の
作
品

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

安
東
さ
ん
は
、
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
コ
ン

セ
プ
ト
を

「活
力
、
や
さ
し
さ
、
希
望
」

と
し
た
う
え
で
、
作
成
し
た
意
図
を
「大

人
が
子
ど
も
を
や
さ
し
さ
で
包
み
込
む

イ
メ
ー
ジ

で
す
。
「苅
」
の
文
字
に
見

立
て
た
ピ
ン
ク
の
バ
ラ
の
花
が
、
大
人

が
子
ど
も
を
守

っ
て
い
る
よ
う
な
デ
ザ

イ
ン
で
す
。
や
さ
し
さ
か
ら
活
力
や
希

望
が
生
ま
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
、
こ
の

よ
う
な
ロ
ゴ

マ
ー
ク
に
し
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
ま
す
。

■
ロ
ゴ

マ
ー
ク
入
賞
者

（敬
称
略
）

▽
最
優
秀
賞
　
安
東
る
り

▽
優
秀
賞
　
永
野
優
子

・
松
本
弘
智

▽
健
全
育
成
家
庭
部
会
特
別
賞
　
山
田

恵
美

ヽ

■
平
成
３０
年
度
家
庭
の
日

・
オ
ア
シ
ス

運
動
入
賞
者

（敬
称
略
）

●
作
文
小
学
生
の
部

▽
会
長
賞
　
清
水
春
花
（南
原
小
６
年
）

▽
健
全
育
成
家
庭
部
会
長
賞
　
玉
井
江

利
花

（馬
場
小
６
年
）
▽
奨
励
賞
　
箕

田
光
希
（南
原
小
６
年
）
。重
松
大
誉
（南

原
小
６
年
）
。
野
依
丈
人

（南
原
小
６

年
）
。
野
田
愛
実

（片
島
小
４
年
）
。
三

宅
希
臭
（片
島
小
２
年
）
。中
島
武
大
（片

島
小
２
年
）

●
作
文
中
学
生
の
部

▽
県
民
会
議
奨
励
賞
　
高
野
美
優

（苅

田
中
３
年
）
▽
会
長
賞
　
森
田
光
紀
（苅

田
中
３
年
）
▽
健
全
育
成
家
庭
部
会
長

賞
　
郡
山
心
結

（新
津
中
３
年
）
▽
奨

励
賞
　
春
日
風
香

（新
津
中
１
年
）
。

大
谷
壮
志
（苅
田
中
３
年
）
。木
下
諒
（新

津
中
２
年
）
・
樋
口
知
夏

（苅
田
中
３

年
）
・
横
手
雪
乃

（新
津
中
１
年
）
。
三

宅
里
佳
（苅
田
中
３
年
）
。北
野
豊
己
（新

津
中
２
年
）
。井
上
華
望
（新
津
中
１
年
）

●
ポ
ス
タ
ー
の
部

▽
会
長
賞
　
一
山
夢
羽
（馬
場
小
４
年
）

▽
健
全
育
成
家
庭
部
会
長
賞
　
縄
本
美

咲

（馬
場
小
４
年
）
▽
奨
励
賞
　
香
原

美
咲

（馬
場
小
４
年
）
。小
島
帆
花

（馬

場
小
４
年
）
。
秋
永
知
美

（片
島
小
ｌ

年
）
。
小
松
蓮

（馬
場
小
４
年
）
・
岩
本

明
樹

（馬
場
小
４
年
）
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9年

10年

16年

16年

17年

17年

21年

26年

31年

町民会議 30年のあゆみ

町民会議創立

第 1回ウォークラリー

第 1回凧揚げカーニバル

「みんなで歌おう」
ふれあいコンサー ト

10周年記念
丼上豊久氏講演

親子ふれあい講座始まる。

15周年記念
秋山幸二氏講演

第 1回イカダ大会

「夜回り先生」水谷修氏講演

20周年記念
宮本延春氏講演

少年の主張福‐岡県大会
苅田町で開催

30周年記念
潮田玲子氏講演

(平成)

元年

2年

3年
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苅
田
町
出
身
の
潮
田
玲
子
さ
ん
が
講
演

２
月
９
日

（土
）
、
苅
田
町
青
少
年

育
成
町
民
会
議
３０
周
年
、
苅
田
町
商
工

会
議
所
青
年
部
１５
周
年
の
記
念
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
、
苅
田
町
出
身
の
元
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
日
本
代
表
、
潮
田
玲
子
氏
の
講

演
会
を
共
同
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
ご
家
族
や
学
校
の
バ
ド
ミ

ン
ト
ン
部
の
方
な
ど
、
開
場
前
か
ら
長

い
列
が
で
き
、
中
に
は
福
岡
市
か
ら
と

．・　
一ヽ
¨

い
う
方
も
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

講
演
で
は

「失
敗
を
成
功

へ
導
く
心

の
持
ち
方
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話
し

し
て
頂
き
ま
し
た
。

オ
グ
シ
オ
と
し
て
人
気
絶
頂
だ

っ
た

頃
の
苦
悩
。
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
で
は
周
囲

か
ら
の
期
待
、
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
と

い

う
舞
台

の
空
気

に
の
ま
れ
、
プ

レ

ツ

シ
ャ
ー
で
力
を
出
せ
な
か

っ
た
こ
と
。

ｔヽ

そ
ん
な
大
き
な
失
敗
を
し
た
後
、
オ
グ

シ
オ
と
し
て
最
後
の
試
合
と
な
る
全
日

本
選
手
権
で
優
勝

（５
連
覇
）
す
る
ま

で
の
心
境
、
試
合
で
の
気
持
ち
の
つ
く

り
方
な
ど
現
役
の
ア
ス
リ
ー
ト
に
と

っ

て
本
当
に
参
考
に
な
る
お
話
で
し
た
。

苅
田
町
か
ら
は
潮
田
さ
ん
と
同
じ

く
、
日
本
代
表
と
し
て
活
躍
し
た
サ
ッ

カ
ー
の
大
久
保
選
手
、
昨
年
開
催
さ
れ

た
ユ
ー
ス
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク
陸
上
４
０
０

メ
ー
ト
ル
ハ
ー
ド
ル
で
金
メ
ダ
ル
を
獲

得
し
た
出
口
選
手
と
世
界
で
活
躍
す
る

ア
ス
リ
ー
ト
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
潮
田
さ
ん
の
講
演
を
真
剣
に

聞
く
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
夢
を
持

っ

て
努
力
し
、
次
世
代
の
ア
ス
リ
ー
ト
と

し
て
世
界
で
活
躍
し
て
く
れ
る
子
が
現

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
。

潮
田
さ
ん
の
人
柄
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
世
界
で
活
躍
し
た
方
を
身
近

に
感
じ
ら
れ
る
素
晴
ら
し
い
講
演
で
し

た
。
（松
本
）
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親
子
で
楽
し
く
、
作
品
づ
く
り

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
木
工
教
室

し

マ
マ
た
ち
の
つ
ぶ
や
き
①

親

も

子

も

は

じ

め

の

一
歩

三
月
は
旅
立
ち
の
日
で
す
ね
。

先
日
は
高
校
の
卒
業
式
で
し
た
。
聞
け

ば
な
ぜ
か
涙
が
出
て
し
ま
う

「仰
げ
ば
尊

し
」
。
当
た
り
前
に
目
に
し
て
い
た
我
が
子
の

姿
が
見
え
な
く
な
る
寂
し
さ
が
込
み
上
げ

て
き
ま
す
。
旅
立
つ
勇
気
、
手
放
す
勇
気
。

決
め
た
道
を
信
じ
て
背
中
を
押
し
ま
す
。

親
も
子
も
は
じ
め
の

一
歩
―
　
（Ｍ
Ｉ
ｗ
Ａ
）

１０
月
２８
日

（日
）
、
中
央
公
民
館
で

子
ど
も

フ

ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
が
あ
り
、

今
年
も
町
民
会
議

は

「
木
工
教
室
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

豊
前
市

の

「森

の
学
校
」
の
方

々

が
学
園
で
作

っ
た
、
た
く
さ
ん
の
材

料
を
持

っ
て
き
て
、
工
作

の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

毎
年
、
「木
工
教
室
」
に
は
多
く
の

子
ど
も
た
ち
が
来

て
く
れ
ま
す
。
Ａ

４
サ
イ
ズ

の
板

の
上

で

「
何
を
作
ろ

う
か
な
？
」
と
皆

ワ
ク
ワ
ク
の
よ
う

で
す
。

「森
の
学
校
」
の
方
が
用
意
し
て
く

れ
た
の
は
、
木

の
枝
や
木
材
を
小
さ

く
丸
く
四
角
く
加
工
し
た
も
の
、
ガ

ラ
ス
を
く
だ

い
て
角
を
取

っ
た
も

の

な
ど
様
々
で
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
こ
の
材
料
を
楽

し
そ
う
に
選
ん
で
想
像
を
膨
ら
ま
せ

ま
す
。
神
幸
祭

の
後

の
た
め
、
山
車

を
作
る
子
も
多
か

っ
た
で
す
が
、
自

分

の
部
屋
や
リ
ゾ
ー
ト
の
風
景
、
秘

密
基
地
な
ど
立
体
的
な
物
か
ら
、
文

字
や
モ
ザ
イ
ク
調
な
ど
平
面
的
な
も

の
ま
で
多
彩
な
作
品
が
出
来
上
が
り

ま
し
た
。

小
さ

い
子
ど
も
さ
ん
は
、
お
父
さ

ん
、
お
母
さ
ん
と

一
緒
に
工
作
し
て
、

グ

ル
ー
ガ

ン
の
使

い
方
を
習
う
な
ど

し
て
、
親
子
で
も
楽
し
く
過
ご
せ
た

よ
う
で
す
。
（米
盛
）
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創
立
３０
周
年
記
念
と
し
て
、
苅
田
町

出
身
の
潮
田
玲
子
さ
ん
の
講
演
会
を
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
町
民
会

議
だ
け
で
は
ハ
ー
ド
ル
が
高
か

っ
た
の

で
す
が
、
苅
田
商
工
会
議
所
青
年
部
と

タ
イ
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
で
実
現
で
き
ま

し
た
。
開
催
に
向
け
、　
一
緒
に
汗
を
流

し
て
く
だ
さ

っ
た
青
年
部
の
皆
様
に
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

潮
田
さ
ん
の
講
演
で
印
象
に
残

っ
た

の
が
、
「残
さ
れ
た
人
生
の
中
で
、
今
日

が

一
番
若

い
」
と

い
う
考
え
方

で
す
。

年
を
取
る
と
、
ど
う
し
て
も

「昔
は
よ

か

っ
た
」
と
い
う

ニ
ュ
ア
ン
ス
の
自
慢

話
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
、
聞

く
人
に
と

っ
て
は
退
屈
な
も
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
例
え
、
人
生

の
残
り
が
少

な
か

っ
た
と
し
て
も
、
今
日
が

一
番
若

い
の
だ
と
い
う
思

い
で
、
夢
に
向
か

っ

て
、
さ
ら
に
進
も
う
と
す
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江小 諫 濱駒 米 照今 編
藤 野 山 田谷盛 山林塞

律 剛 員 嗣 明理 功 ユ 員
子 史一 視  英  リ
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寒い中、お疲れさまでした !

3月 3日 のふれあいマラソンはあいにくの雨でした

が、町民会議からも 15人が沿道警備にボランティ

ア参加 しました。
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学 校 紹 介 ～苅田町立南原小学校～

南原小学校は、全校児童 383名 です。学校教育目標 「実践力
に満ち、心豊かでたくましい児童の育成」の実現に向けて取り組

んでいます。子どもたちや保護者、地域の方々の期待に応えられ

るように、「チームみなみばる」が全力を尽くして教育を推進して

います。本校の特徴的な取り組みを 3つ紹介します。

1口 異年齢の交流活動の取り組み
「誰かの役に立った」「人に喜んでもらえた」「相手から感謝された」「周りから認められた」などの感

覚を持たせることは子どもたちにとって、とても重要なことです。そこで、南原小学校では、異年齢の交

流活動の取り組みを通して、「人と関わることが大好き」「学校が大好き」

といえる子どもたちを育てていこうと考えています。年下の子どもをお

世話することで、自分が必要とされていることを感じることができる体

験をさせるとともに、まわりの大人から認められる体験をさせてい

こうと様々な計画をしていますQそ して、「誰かの役に立ててよかった」
「自分にはこんな力があるんだ」という感覚を持たせ、子どもたちの自

己有用感を高めています。                       【休み時間に1年生と遊ぶ6年生】

炒露逹用カ ア ップノー トの取 り組 み

今求められている学力は変わりつつあります。そのひとつが「活用力」です。知識を「どれだけ多くも

つか」ではなく「どう使 うか」です。「活用力」を伸ばしていくためには、「知識をもとに課題を解決し、

解決したことを表現すること」が大切です。そこで、家庭学習のやり方も変えていく必要が出てきました。

漢字を「どれだけ覚えたか」ではなく、「習った漢字をどのように生かしたか」です。しかし、どのよう

に取り組んでいけばいいのか、困ってしまう人もいるのではないかと考え、  輸カア″′ぉ峰_, _■
南原小学校では、学校で作成 した 「活用カアップノー トヒン ト集」を持た

せています。一人一人が工夫 していろいろな学習に取 り組んで 「活用力」

を伸ばしていけるよう支援 しています。ノー トをさらに価値あるものにし

ていくのは、子ども自身の力です。そして、自分流のノー ト作 りができた
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とき、間違いなく大きく成長 したことになると考えています。       【南原小学校の活用カアップ

3口 社会科の授業改善の取 り組み                  ノ~|｀ L/1｀未」

本校では、国語 。算数の授業改善だけでなく、社会科の授業改善にも力を入れています。本校の社会科

は、知識や技能を使いこなすことが求められる「パフォーマンス課題」を昨年より位置づけているのが大

きな特徴です。パフォーマンス課題 とは、子ども自身が学ぶ価値を実感でき、子どもの意識や生活に寄 り

添った課題です。例えば、「水道料金をできるだけあげないためにはどうすればよいかについて上下水道

課の人に提案 しよう。 (4年生 )」 「日本の自動車産業をさかんにするために、これからの日産 自動車のキ

ャッチコピーを考えよう。(5年生 )」 とい うようなものです。これまで、本校児童の学力の課題の一つに、

記述力を高めることがあ り

ました。パフォーマンス課題

を設定することで、「書きた

い内容がある」「伝えたい意

欲がある」ことにより、根拠

を明確にした自分の考えを書

くことにつながっています。

【町長にゴミ問題について説明する4年生】   【町長へ提案書を手渡す4年生】
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